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『
桜
川
』
注
釈
（
一
）

吉
田

健
一
・
松
本

麻
子

キ
ー
ワ
ー
ド
＝
『
桜
川
』、
俳
諧
、
風
虎
、
磐
城
、
北
村
季
吟

は
じ
め
に

磐
城
平
藩
藩
主
内
藤
義
概
（
風
虎
）
が
、
松
山
玖
也
に
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た
俳
諧
発

句
集
『
桜
川
』
の
注
釈
を
掲
載
す
る
。
本
稿
は
（
一
）
と
し
て
一
～
五
〇
句
の
注
釈
を

行
っ
た
。
底
本
に
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

上
下
巻
』
（
加
藤
定
彦
解
説
、
一

九
八
五
年
、
勉
誠
社
）
を
用
い
た
。
翻
刻
に
あ
た
り
、
底
本
の
旧
漢
字
、
異
体
字
は
現

行
の
字
体
に
改
め
た
。
底
本
で
仮
名
書
き
と
な
っ
て
い
る
言
葉
の
一
部
を
漢
字
に
改

め
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
表
記
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
し
、
踊
り
字
を
平
仮
名
に
改

め
、
濁
点
の
な
い
も
の
は
濁
点
を
施
し
た
。
こ
れ
ら
を
底
本
ど
お
り
に
復
元
で
き
る
よ

う
、
本
文
に
振
り
仮
名
で
示
し
た
。
ま
た
、
底
本
の
難
読
字
に
は
括
弧
付
き
で
振
り
仮

名
を
付
け
た
。
同
様
に
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
表
記
に
つ
い
て
も
、
括
弧
付
き

で
通
常
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
表
記
を
示
し
た
。
各
句
に
は
連
番
で
番
号
を
付
し

た
。引

用
し
た
和
歌
と
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
、
『
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。
引

用
し
た
俳
諧
の
句
番
号
は
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
本
文
学
Ｗ
ｅ

ｂ
図
書
館
」
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
付
し
た
。
引
用
文
献
に
お
い
て
も
、
一

部
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
、
踊
り
字
を
平
仮
名
に
し
、
濁
点
を
補
い
、
漢
詩
文
に
は
訓

点
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
句
は
す
べ
て
新
春
の
句
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
季
語
に
つ
い
て
は
特
に
指
摘
し
な
か
っ
た
。
〔
作
者
〕
欄
の
作
者
名
及
び
作
者
略

歴
に
つ
い
て
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

下
巻
』
巻
末
の
「
作
者
索
引
」
、
角

川
書
店
『
俳
文
学
大
辞
典
』
、
『
誹
家
大
系
図

古
風
談
林
正
風
』
（
雲
英
末
雄
編
、
一

九
九
七
年
、
青
裳
堂
書
店
、
『
誹
家
大
系
図
』
は
大
系
図
と
略
）
他
を
参
照
し
た
。
ま

た
、
『
桜
川
』
に
入
集
す
る
句
数
を
挙
げ
た
。
句
集
『
桜
川
』
に
つ
い
て
は
大
東
急
記

念
文
庫
本
『
桜
川

下
巻
』
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
の
注
釈
は
吉
田
が
担
当

し
、
松
本
が
最
終
的
な
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
。

桜
川
序

蘭
を
千
草
の
香
の
上
に
を
き
、

桜

を
諸
木
の
花
の
王
と
す
。
か
の
川
、
そ
の
名
に

か
み

さ
く
ら

彼

其

お
へ
り
。
こ
の
集
、
ま
た
そ
の
川
の
名
に
し
お
ふ
事
、
た
だ
に
故
な
か
る
べ
し
や
。
或

此

又

其

只

人
の
曰
く
、
こ
の
川
は
、
か
の
嶺
よ
り
落
つ
る
と
か
詠
ま
せ
給
ひ
し
男
女
川
に
濫
觴
し

い
は

此

彼

・

よ

み

な

の

て
、
こ
こ
に
流
れ
て
底
井
な
き
渕
を
な
せ
り
。
お
よ
そ
俳
諧
の
連
歌
は
、
い
は
ゆ
る

ゝ

な
が

そ

こ

ゐ

凡

哥

新
治
の
言
の
葉
に
根
ざ
し
は
じ
め
て
、
連
歌
に
枝
を
交
へ
、
菟
玖
波
集
の
部
の
数
に
入

に
ゐ
は
り

哥

ま
し

筑

■
。
か
く
て
麓
の
塵
つ
も
り
ゆ
く
山
崎
の
宗
鑑
が
犬
筑
波
に
中
興
し
て
、
な
ほ
世
に
盛

つ

く

は

猶

り
の
時
至
り
け
る
。
花
咲
の
翁
が
新
増
筑
波
集
、
鷹
筑
波
集
、
こ
れ
ひ
と
つ
口
に
言
ふ

・

さ
き

つ

く

は

此

い

べ
く
は
あ
ら
ね
ど
、
新
続
犬
筑
波
な
ど
、
こ
の
も
か
の
も
の
陰
し
げ
く
、
世
に
き
こ
ゆ

つ

く

は

め
り
。
さ
れ
ば
、
か
の
風
鈴
軒
の
君
も
こ
の
筑
波
の
山
水
の
流
れ
を
う
け
て
、
か
く
桜

彼

き
み

此

や
ま

な
が

川
の
名
を
つ
け
さ
せ
給
へ
り
と
か
や
。
お
い
さ
り
さ
り
、
い
と
興
あ
り
げ
に
、
浅
か
ら

を

〱

ぬ
故
こ
そ
あ
り
け
れ
。
予
、
は
じ
め
て
こ
れ
を
承
り
て
、
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
、

〱

〱

つ
ら
杖
を
つ
き
つ
つ
思
ひ
め
ぐ
ら
し
侍
る
に
、
こ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
る
犬
鷹
の
名
だ
た
る

つ
え

ゝ

お
も

此

〲

ゝ

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
一
）
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筑
波
あ
れ
ど
、
そ
れ
は

昔

へ
中

昔

へ
の
ひ
ね
た
る
風
体
に
し
て
、
今
の
わ
ざ
草
木
匂

つ

く

は

む
か
し

む
か
し

躰

く
さ

き

ひ
は
、
ま
た
異
な
る
べ
き
も
の
な
り
け
れ
ば
、
こ
の
集
を
撰
び
あ
つ
め
て
、
か
の

又

こ
と

物

此

彼

大

昔
の
跡
を
も
忘
れ
し
め
ず
。
当
世
風
の
意
気
を
も
世
の
好
き
人
に
見
知
ら
し
め
ん

お
ほ
む
か
し

あ
と

す

・

事
を
、
こ
の
集
の
も
と
つ
心
ば
へ
に
て
、
し
か
も
、
か
の
花
は
梅
に
遅
れ
、
牡
丹
に
さ

此

彼

を
く

い
だ
ち
て
咲
く
こ
ろ
あ
た
か
も
中
を
得
た
り
。
か
の
川
は
、
ま
た
か
の
山
高
く
、
か
の

・

比

彼

又

水
清
き
■
景
た
ぐ
ひ
し
な
け
れ
ば
、
か
れ
こ
れ
の
余
情
を
と
り
■
し
て
、
花
実
相
対
の

美
カ

風
雅
の
ま
つ
た
だ
中
を
顕
す
所
の
名
な
る
べ
し
。
誠
に
山

滴

り
の
細
う
長
う
、
末
の

ゝ

成

し
た
ゝ

す
ゑ

流
れ
広
う
遠
う
伝
は
ら
ん
と
、
髱
の
後
の
後
の
世
々
に
も
、
う
つ
か
り
ひ
よ
ん
な
思
ひ

な
が

つ
と

ゝ
ち

お
も

を
な
す
事
な
か
れ
。
予
に
仰
せ
て
序
を
つ
く
ら
し
め
給
ふ
に
、
例
の
、
心
弱
く
受
け
ひ

よ
は

う

き
侍
り
し
、
浅
で
片
腹
い
た
き
に
あ
ら
ず
や
。

・

あ
さ

か
た
は
ら

寛
文
十
二
年
正
月
三
日
洛
下
季
吟
書

【
語
釈
】
◇
蘭
を
千
草
の
香
の
上
に

蘭
は
全
て
の
植
物
の
中
で
も
、
最
も
香
り
が
よ

い
も
の
、
の
意
。
「
蘭
」
は
和
歌
で
は
、
「
蘭
／
紛
れ
な
き
香
こ
そ
に
ほ
へ
れ

蘭

紐

ふ
じ
ば
か
ま

と
く
野
辺
の
花
の
眺
め
も
」
（
貞
敦
親
王
御
詠
・
五
七
五
）
の
例
の
よ
う
に
、
菊
科
の

植
物
「
ふ
じ
ば
か
ま
」
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
蘭
」
を
詠
ん
だ
俳
諧
の
例

は
多
く
、
「
蘭
の
香
を
萩
に
薄
が
枝
も
が
な
」
（
時
勢
粧
・
六
九
八
九
・
維
舟
）
な
ど

が
あ
る
。
◇
桜
を
諸
木
の
花
の
王
と
す

こ
の
言
い
回
し
は
季
吟
の
句
に
も
見
ら
れ

る
。
「
弥
生
に
も
庭
の
牡
丹
は
か
れ
果
て
て
（
安
静
）
／
桜
や
花
の
王
と
見
ゆ
ら
ん

（
季
吟
）
」
（
紅
梅
千
句
・
第
一
百
韻
・
五
七
／
五
八
）
。
◇
か
の
川
、
そ
の
名
に
お
へ

り

桜
川
の
名
前
も
花
の
王
と
さ
れ
る
桜
に
依
っ
て
い
る
。
◇
か
の
嶺
よ
り
落
つ
る
と

か

「
筑
波
嶺
の
嶺
よ
り
落
つ
る
男
女
川
恋
ぞ
積
も
り
て
淵
と
な
り
け
る
」
（
後
撰
集

・
七
七
七
・
陽
成
院
）
。
◇
濫
觴
し
て

源
と
し
て
。
◇
新
治
の
言
の
葉

『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
、
酒
折
宮
で
詠
ま
れ
た
日
本
武
尊
の
「
新
治
筑
波
を
過
ぎ
て

幾
夜
か
寝
つ
る
」
と
火
焼
き
の
老
人
「
日
々
並
べ
て
夜
に
は
九
夜
日
に
は
十
日
を
」
の

問
答
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
後
に
連
歌
の
嚆
矢
と
さ
れ
た
。
◇
菟
玖
波
集
の
部
の
数
に
入

■

■
は
虫
損
。
『
菟
玖
波
集
』
に
は
「
雑
体
連
歌
」
の
中
に
「
俳
諧
」
の
部
が
あ

る
。
◇
犬
筑
波

天
文
元
年
頃
に
成
立
し
た
俳
諧
集
。
山
崎
宗
鑑
（
生
没
年
未
詳
）

編
。
◇
中
興
し
て

「
中
興
」
は
再
び
栄
え
る
様
。
第
二
の
准
勅
撰
連
歌
集
『
新
撰
菟

玖
波
集
』
に
は
「
俳
諧
」
の
部
立
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
。
◇
花
咲
の
翁
が
新
増
筑

波
集

「
花
咲
の
翁
」
は
松
永
貞
徳
（
一
五
七
一
～
一
六
五
三
）
。
貞
徳
撰
『
新
増
犬

筑
波
集
』
は
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
刊
行
。
◇
鷹
筑
波
集

西
武
編
。
寛
永
一
五

年
（
一
六
三
八
）
成
立
。
◇
新
続
犬
筑
波

季
吟
編
。
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
序
。

◇
こ
の
も
か
の
も

あ
ち
ら
こ
ち
ら
。
◇
風
鈴
軒
の
君

『
桜
川
』
の
編
纂
を
命
じ
た

内
藤
義
概
。
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
九
月
一
五
日
～
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
九
月

一
日
。
本
名
内
藤
頼
長
、
の
ち
義
概
、
晩
年
は
義
泰
。
風
虎
、
風
鈴
軒
な
ど
と
号
し

た
。
『
桜
川
』
に
は
、
岩
城
之
住
（
匿
名
）
・
風
山
・
紫
硯
・
紫
苔
な
ど
と
し
て
も
載

る
。
一
八
歳
で
従
五
位
下
、
左
京
亮
に
叙
任
。
寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）
年
、
父
忠
興

の
隠
居
に
よ
り
陸
奥
国
磐
城
平
七
万
石
の
藩
主
と
な
る
。
俳
諧
、
和
歌
を
好
み
、
宗

因
、
維
舟
（
重
頼
）
、
季
吟
、
玖
也
ら
と
交
わ
る
。
◇
お
い
さ
り
さ
り

な
る
ほ
ど
、

そ
う
だ
、
と
い
っ
た
納
得
の
表
現
。
◇
予

北
村
季
吟
。
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
～

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
。
安
原
貞
室
に
入
門
し
た
後
、
松
永
貞
徳
に
師
事
し
、
俳
諧

・
和
歌
・
古
典
を
学
ぶ
。
自
ら
も
、
多
く
の
古
典
注
釈
書
を
著
し
た
。
『
山
井
』
『
埋

木
』
『
新
続
犬
筑
波
集
』
な
ど
多
数
の
俳
諧
関
係
書
が
あ
る
。
風
虎
と
の
交
流
は
、
和

歌
・
俳
諧
の
両
面
か
ら
知
ら
れ
る
。
◇
つ
ら
つ
ら
椿

「
巨
勢
山
の
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら

こ

せ

つ
ら
に
見
つ
つ
偲
は
な
巨
勢
の
春
野
を
」(

万
葉
集
・
五
四
・
坂
門
人
足)

に
よ
る
表

し
の

現
。
「
つ
ら
つ
ら
椿
」
は
椿
の
並
木
、
ま
た
は
花
や
葉
の
連
な
っ
た
椿
を
い
う
。
こ
こ

で
は
、
「
つ
ら
杖(

頬
杖)

」
を
付
き
な
が
ら
、
「
つ
ら
つ
ら
」
思
う
に
、
の
意
の
言
葉

遊
び
。
◇
犬
鷹
の
名
だ
た
る
筑
波
あ
れ
ど

『
犬
筑
波
集
』
『
鷹
筑
波
集
』
な
ど
、
名

だ
た
る
俳
諧
集
は
あ
る
が
。
◇
ひ
ね
た
る

古
び
た
。
◇
意
気

意
気
込
み
。
◇
牡
丹

に
さ
い
だ
ち
て

牡
丹
に
先
立
っ
て
桜
は
咲
く
、
の
意
。
◇
中
を
得
た
り

ち
ょ
う
ど

中
間
と
な
る
。
◇
清
き
■
景

■
は
虫
損
。
「
美
」
か
。
◇
と
り
■
し
て

■
は
虫

損
。
◇
花
実
相
対

花
は
表
現
上
の
巧
み
さ
、
実
は
意
味
内
容
。
◇
山
滴
り
の

山
か

ら
滴
る
水
の
。
◇
髱
の
後
の
後
の
世
々

「
髱
」
は
日
本
髪
の
後
ろ
に
張
り
出
し
た
部

分
。
「
髱
」
の
後
で
は
な
い
が
後
の
世
ま
で
、
と
い
っ
た
言
葉
遊
び
か
。
◇
う
つ
か
り

ひ
よ
ん
な

ぼ
ん
や
り
し
て
。
◇
予
に
仰
せ
て

風
虎
が
季
吟
に
命
じ
て
。
◇
浅
で
片

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
三
号
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腹
い
た
き

浅
は
か
で
笑
止
千
万
な
。
◇
寛
文
十
二
年

一
六
七
二
年
。

〈
桜
川
・
春
一
〉

元
日

寛
文
十
一
年
亥
正
月
上
旬

岩
と
な
ら
ん
楠
二
葉
御
代
の
春

み

よ

1

浜
田
春
倫

〔
句
意
〕
い
つ
か
岩
と
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
楠
の
二
葉
を
御
覧
な
さ
い
。
盤
石
と
な

る
あ
な
た
様
の
時
代
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
十
一

一
六
七
一
年
。
霊
元
天
皇
、
将
軍
は
徳
川
家
綱
。
内
藤
義
概

（
風
虎
）
は
前
年
の
寛
文
一
〇
年
に
内
藤
家
の
家
督
を
継
ぎ
磐
城
平
藩
藩
主
と
な
っ

た
。
◇
岩

朽
ち
る
こ
と
な
く
い
つ
ま
で
も
存
在
す
る
物
の
た
と
え
。
歌
例
に
「
わ
が

君
は
千
代
に
八
千
代
に
細
れ
石
の
巌
と
な
り
て
苔
の
む
す
ま
で
」
（
古
今
集
・
三
四
三

・
よ
み
人
し
ら
ず
）
、
句
例
に
「
盤
石
と
な
ら
ん
す
な
ほ
な
御
代
の
春
」
（
承
応
元
年

〈
一
六
五
二
〉
歳
旦
発
句
集
・
五
九
五
・
友
三
）
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
こ
と
わ
ざ

「
石
と
な
る
楠
も
二
葉
の
と
き
は
摘
ま
め
る
」
（
譬
喩
尽
）
を
参
考
に
す
れ
ば
、

「
楠
」
は
成
長
す
れ
ば
「
石
と
な
る
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
◇
楠

常
緑
の
高
木
。

「
楠
は
千
枝
な
ほ
ふ
か
き
茂
り
か
な
」
（
続
山
井
・
三
〇
九
〇
・
湖
春
）
の
句
の
よ
う

に
繁
茂
し
た
大
木
を
連
想
さ
せ
る
。
◇
二
葉

草
木
な
ど
の
若
芽
。
◇
御
代

天
皇
や

将
軍
の
御
代
と
も
取
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
年
末
に
家
督
を
継
い
だ
ば
か
り
の
風
虎
の

世
を
指
す
。
な
お
、
「
御
代
」
は
「
見
よ
」
の
意
を
掛
け
る
。

〔
備
考
〕
本
句
は
、
寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）
年
一
二
月
に
磐
城
平
藩
主
内
藤
家
の
家

督
を
継
い
だ
ば
か
り
の
風
虎
に
対
す
る
祝
い
の
句
。

〔
作
者
〕
浜
田
春
倫
（
摂
津
・
大
坂
）
。
浪
花
の
人
。
宗
因
門
。
維
舟
門
人
と
も
（
大

系
図
）。
六
句
。

太
平
の
天
守
も
立
つ
や
御
代
の
春

た

2

柏
木
万
年
子

〔
句
意
〕
太
平
の
世
と
な
り
、
天
守
閣
も
建
つ
で
し
ょ
う
、
あ
な
た
様
の
時
代
の
春
を

迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
太
平

世
の
中
が
よ
く
治
ま
っ
て
い
て
平
穏
で
あ
る
こ
と
。
句
例
に
「
太

平
や
あ
け
て
天
下
の
春
霞
」
（
正
保
元
年
〈
一
六
四
四
〉
歳
旦
発
句
集
・
四
三
四
・
季

吟
）
が
あ
る
。
◇
天
守

天
守
閣
の
こ
と
。
殿
主
と
も
。
江
戸
城
の
天
守
閣
は
明
暦
三

年
（
一
六
五
七
）
に
焼
失
。
大
坂
城
の
天
守
閣
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
焼
失
し

た
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
完
成
し
た
磐
城
平
城
に
は
天
守
閣
は
造
ら
れ
て
い
な

い
。
句
例
に
「
霧
の
海
に
し
や
ち
ほ
こ
ぞ
ぞ
た
つ
殿
主
か
な
」
（
宝
蔵
・
三
二
九
・
久

隆
）。

〔
作
者
〕
柏
木
万
年
子
（
武
蔵
・
江
戸
）

六
三
句
。

あ
ら
玉
や
七
宝
将
軍
の
御
代
の
春

み

よ

3

井
口
如
貞

〔
句
意
〕
な
に
ご
と
も
改
ま
る
新
年
、
七
宝
の
ご
と
く
光
り
輝
く
荘
厳
な
将
軍
の
御
代

が
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
あ
ら
玉

年
、
月
、
日
、
春
な
ど
に
か
か
る
枕
詞
。
「
あ
ら
玉
」
と
「
御

代
の
春
」
を
結
ん
だ
句
に
、
「
あ
ら
玉
や
光
源
氏
の
御
代
の
春
」
（
歳
旦
発
句
集
〈
年

未
詳
〉
・
二
四
六
・
元
知
）
が
あ
る
。
◇
七
宝
将
軍

「
七
宝
」
は
仏
語
。
七
種
の
宝

玉
の
意
。
『
奥
の
細
道
』
「
平
泉
」
に
「
光
堂
は
三
代
の
棺
を
納
め
、
三
尊
の
仏
を
安

置
す
。
七
宝
散
う
せ
て
、
珠
の
扉
風
に
や
ぶ
れ
、
金
の
柱
霜
雪
に
朽
て
」
と
あ
る
。
ま

た
、
風
虎
の
句
に
「
七
夕
や
七
宝
の
枕
玉
の
床
」
（
江
戸
通
り
町
・
一
六
九
）
。「
七
宝

将
軍
」
は
「
聖
護
院
の
森
に
、
紅
葉
の
見
え
侍
け
れ
ば
／
紅
葉
せ
し
森
や
七
宝
聖
護

院
」
（
山
の
井
・
九
五
八
・
季
吟
／
崑
山
集
・
六
二
六
一
）
及
び
「
松
に
藤
七
宝
荘
厳

ま
き
柱
」
（
生
玉
万
句
・
一
二
七
・
中
明
）
の
よ
う
に
、
「
聖
護
」
、
「
荘
厳
」
を
掛
け

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
一
）



( 64 )

て
お
り
、
七
宝
の
ご
と
く
光
り
輝
き
、
聖
な
る
も
の
を
守
護
す
る
厳
か
な
将
軍
、
の
意

味
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
あ
ら
玉
」
の
「
玉
」
と
「
七
宝
」
は
縁
語
。

〔
備
考
〕
こ
の
句
は
『
俳
諧
発
句
詞
林
金
玉
集
』（
巻
之
一
・
春
一
）
に
載
る
。

〔
作
者
〕
井
口
如
貞
（
摂
津
・
大
坂
）
。
浪
花
の
人
。
連
歌
師
。
令
徳
門
（
大
系

図
）。
八
句
。

江
戸
や

先

明
く
れ
ば
富
士
を
御
代
の
春

（
ま
づ
）

あ

み

よ

4

風
虎

〔
句
意
〕
江
戸
で
新
年
が
明
け
る
と
ま
っ
さ
き
に
富
士
を
見
る
よ
う
に
、
あ
な
た
様
を

仰
ぎ
見
る
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
江
戸
…
富
士

江
戸
か
ら
富
士
を
見
る
句
に
「
八
景
も
な
で
う
富
士
見
る

江
戸
の
春
」
（
時
勢
粧
・
二
〇
三
四
・
維
舟
）
、
「
奥
州
に
て
元
旦
に
／
富
士
の
雪
や
今

朝
こ
そ
江
戸
の
花
の
春
」
（
続
山
井
・
一
一
八
九
・
風
虎
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
先

新

年
に
な
っ
た
ら
ま
っ
さ
き
に
、
の
意
。
◇
明
く
れ
ば

夜
が
明
け
れ
ば
。
こ
こ
で
は
大

晦
日
の
夜
が
明
け
て
、
新
年
に
な
れ
ば
、
の
意
。

〔
作
者
〕
風
虎
。
序
の
【
語
釈
】
参
照
。
『
桜
川
』
に
は
、
風
鈴
軒
な
ど
の
別
号
を
合

わ
せ
て
三
一
三
句
が
入
集
す
る
。

夏
の
礼
に
よ
る
物
ま
う
や
御
代
の
春

か

5

中
畑
乍
憚

〔
句
意
〕
夏
の
時
代
か
ら
伝
わ
る
由
緒
正
し
い
礼
式
で
人
々
が
挨
拶
を
交
わ
す
、
そ
の

よ
う
な
あ
な
た
様
の
時
代
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
夏
の
礼

「
夏
」
は
中
国
最
初
と
さ
れ
る
王
朝
。
「
夏
の
礼
」
は
夏
の
時

代
の
礼
式
。
◇
物
ま
う

江
戸
時
代
の
挨
拶
語
。
「
頼
ま
う
」
な
ど
と
同
じ
く
主
に
玄

関
先
で
使
う
。
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
。
転
じ
て
、
挨
拶
に
や
っ
て
来

る
こ
と
。
句
例
に
「
物
ま
う
は
ど
れ
か
ら
来
る
ぞ
け
ふ
の
春
」
（
犬
子
集
・
三
七
）
。

「
物
申
す
遠
方
人
や
春
の
礼
」
（
慶
安
二
年
〈
一
六
四
九
〉
歳
旦
発
句
集
・
五
〇
五
・

重
頼
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
中
畑
乍
憚
。
陸
奥
・
須
賀
川
の
人
。
等
躬
の
号
で
知
ら
れ
る
。
寛
永
一
五

（
一
六
三
八
）
年
～
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
一
一
月
一
九
日
。
通
称
、
相
楽
伊
左
衛

門
。
初
号
、
乍
憚
。
別
号
、
一
瓜
子
・
乍
憚
斎
。
未
得
門
。
の
ち
、
調
和
に
親
し
む
。

晩
年
は
露
沾
に
親
近
し
た
と
い
う
。
『
奥
の
細
道
』
旅
中
の
芭
蕉
を
須
賀
川
で
も
て
な

し
た
。
一
二
句
。

聖
代
や
地
を
か
へ
ば
こ
の
御
代
の
春

此

6

寺
井
道
頼

〔
句
意
〕
聖
な
る
天
子
の
世
で
す
。
風
虎
様
が
江
戸
か
ら
磐
城
平
に
住
む
場
所
を
替
え

た
な
ら
ば
、
こ
の
地
は
す
ば
ら
し
い
春
を
迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

〔
解
釈
〕
◇
聖
代

聖
な
る
天
子
の
治
め
る
世
。
『
歳
旦
発
句
集
』
に
は
、
「
聖
代
の

人
の
心
や
今
日
の
春
」
（
万
治
三
年
〈
一
六
六
〇
〉
・
八
三
七
・
泰
重
）
、
「
聖
代
の
例

し
る
き
年
の
始
か
な
」
（
寛
文
五
年
〈
一
六
六
五
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
〇
一
一
・
貞

室
）
な
ど
「
聖
代
」
を
詠
む
句
が
多
い
。
◇
か
へ
ば

替
え
た
な
ら
ば
、
の
意
か
。
◇

こ
の
御
代

今
、
我
々
が
享
受
し
て
い
る
御
代
、
の
こ
と
。
「
聖
代
」
を
言
い
換
え
た

も
の
。

〔
作
者
〕
寺
井
道
頼
（
山
城
・
京
）。
一
句
。

元
日
い
さ
さ
か
地
震
し
け
れ
ば

聊

小
地
震
や
雉
お
ど
ろ
か
ぬ
御
代
の
春

7

小
沢
衆
下

〔
句
意
〕
小
さ
い
地
震
が
起
き
た
が
、
雉
が
ま
っ
た
く
驚
か
ず
に
い
る
揺
る
ぎ
な
い
あ

な
た
様
の
世
の
春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
元
日
…

元
日
に
小
さ
い
地
震
が
あ
っ
た
の
で
詠
む
、
の
意
。
こ
れ
が
、

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
三
号
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の
詞
書
に
あ
る
よ
う
に
、
寛
文
一
一
年
の
こ
と
か
は
不
明
。
一
一
年
前
後
の
地
震
の

1記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
◇
小
地
震

「
地
震
」
の
読
み
方
は
天
正
一
七
（
一
五
八

九
）
年
本
『
節
用
集
』
及
び
『
日
葡
辞
書
』
に
は
「
な
え
」
。
こ
れ
に
「
小
」
を
冠
し

て
「
こ
な
え
」
と
読
む
例
と
し
て
、
「
荻
原
を
こ
な
え
の
ゆ
ら
ぬ
隙
も
な
し
」
（
ゆ
め

み
草
・
一
六
六
三
・
空
存
）
が
あ
る
が
、
音
数
が
合
わ
な
い
。
「
地
震
」
を
「
な
ゐ
」

と
読
む
例
と
し
て
、
「
長
閑
な
る
い
は
が
ね
枕
か
た
ぶ
き
て
（
暫
酔
）
／
地
震
ふ
る
こ

な

ゐ

ろ
の
庭
の
仮
庵
（
季
吟
）
」
（
俳
諧
塵
塚
・
五
五
三
／
五
五
四
）
が
あ
る
。
こ
の
句
で

は
「
せ
う
な
え
」
ま
た
は
「
せ
う
な
ゐ
」
か
。
◇
雉
お
ど
ろ
か
ぬ

雉
が
鳴
く
と
地
震

が
起
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
『
桜
川
』
よ
り
も
後
の
記
述
で
あ
る
が
、
文
政
七

（
一
八
二
四
）
年
刊
の
『
武
江
産
物
志
』
に
「
雉
、
王
子

駒
場

地
震
の
前
ニ
鳴
」

の
記
述
が
あ
り
、
雉
が
鳴
く
の
は
地
震
の
前
兆
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
雪
も
子
路
と
驚

き
て
ふ
す
か
野
辺
の
雉
」
（
崑
山
集
・
一
六
〇
六
・
亀
丸
）
と
い
う
句
も
あ
り
、
雉
は

何
か
異
変
が
あ
る
と
驚
い
た
様
子
を
見
せ
る
。
こ
の
句
は
小
さ
い
地
震
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
雉
が
驚
か
な
か
っ
た
こ
と
を
、
風
虎
の
盤
石
な
治
世
と
し
た
も
の
。

〔
作
者
〕
小
沢
衆
下
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
一
一
八
句
。

暦
も
や
み
つ
た
ひ
ら
か
な
御
代
の
春

い

8

門
村
兼
豊

〔
句
意
〕
暦
の
十
二
直
に
あ
る
「
満
」
や
「

平

」
の
よ
う
に
、
満
ち
足
り
て
い
て
平

み
つ

た
い
ら

穏
な
あ
な
た
様
の
世
の
春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
暦
も
や
み
つ
た
ひ
ら

「
み
つ
た
ひ
ら
」
は
、
暦
の
十
二
直
に
あ
る

「
満
」
「
平
」
を
い
う
。
こ
れ
は
日
々
の
吉
凶
を
表
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
吉
日
と

す
る
。
「
た
ひ
ら
」
と
風
虎
の
知
行
地
で
あ
る
磐
城
「
平
」
を
掛
け
る
。
ま
た
、
「
み

つ
た
ひ
ら
か
な
」
は
「
水
、
平
ら
か
な
」
を
掛
け
る
か
。
「
暦
」
を
詠
ん
だ
句
に
「
暦

を
や
左
に
巻
て
三
つ
の
春
」
（
延
宝
元
年
〈
一
六
七
三
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
五
七
四
・

隆
栄
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
門
村
兼
豊
（
武
蔵
・
江
戸
）
。
法
橋
。
江
戸
久
保
町
住
。
晩
年
、
京
に
移

る
。
南
都
（
大
和
国
奈
良
）
の
人
。
卜
養
門
（
大
系
図
）。
一
六
句
。

つ
ひ
た
ち
や
鞘
に
納
る
御
代
の
春

い

9

中
西
弘
孝

〔
句
意
〕
元
日
を
迎
え
ま
し
た
。
太
刀
や
槍
が
鞘
に
納
ま
る
平
和
な
御
代
の
春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
つ
ひ
た
ち

元
旦
。
「
た
ち
」
は
「
太
刀
」
を
掛
け
る
。
◇
鞘
に
納
る

戦
が
無
く
、
刀
や
槍
が
鞘
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
「
鑓
も
鞘
に
治
る
御
代
や
と
ら

や
り

の
年
」
（
延
宝
二
年
〈
一
六
七
四
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
七
五
四
・
実
信
）
は
こ
の
意
。

〔
備
考
〕
こ
の
句
は
、
『
歳
旦
発
句
集
』
（
延
宝
元
年
〈
一
六
七
三
〉
・
一
六
三
六
）

に
、
作
者
を
「
次
之
」
と
し
て
載
る
。

〔
作
者
〕
中
西
弘
孝
（
伊
勢
・
山
田
）。
七
句
。

寛
文
九
年
に

寛
文
や
九
年
の

貯

へ
御
代
の
春

た
く
は

10

塩
川
如
白

〔
句
意
〕

寛
文
の
世
と
な
っ
て
九
年
間
、
蓄
え
に
励
ん
で
き
た
御
領
内
に
あ
な
た
様

の
世
の
春
が
到
来
し
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
九
年
に

一
六
六
九
年
。
已
酉
。
◇
寛
文
や
九
年

風
虎
が
磐
城
平

藩
主
内
藤
家
の
家
督
を
継
い
だ
の
は
翌
年
の
寛
文
一
〇
年
。
「
寛
文
」
を
詠
ん
だ
句

に
、
「
寛
文
や
七
年
よ
ろ
し
け
ふ
の
春
」
（
寛
文
七
年
〈
一
六
六
七
〉
歳
旦
発
句
集
・

一
一
六
七
・
空
存
）
、
「
寛
文
や
七
つ
の
こ
と
し
読
始
」
（
時
勢
粧
・
一
〇
二
〇
・
富

長
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
九
年
の
貯
へ

『
礼
記
』「
王
制
第
五
」
の
「
国
無
二

九
年
之
蓄

一

、
曰
二

不
足
一

、
無
二

六
年
之
蓄
一

曰
レ

急
、
無
二

三
年
之
蓄
一

、
曰
三

国
非
二

其
国
一

也
（
国

に
九
年
の
蓄
無
き
を
不
足
と
曰
ひ
、
六
年
の
蓄
無
き
を
急
と
曰
ふ
、
三
年
の
蓄
無
き

を
、
国
其
の
国
に
非
ず
と
曰
ふ
）
」
に
よ
る
。

〔
作
者
〕
塩
川
如
白
（
陸
奥
・
岩
城
）。
一
四
九
句
。

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
一
）
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陸
奥
久
の
浜
と
い
ふ
所
に
て

云

久
の
浜
の
真
砂
の
数
や
御
代
の
春

11

風
鈴
軒

〔
句
意
〕
久
の
浜
の
真
砂
の
数
の
よ
う
に
尽
き
る
こ
と
の
な
い
、
あ
な
た
様
の
時
代
の

春
と
な
り
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
久
の
浜

現
在
の
い
わ
き
市
久
之
浜
町
。
読
み
方
は
「
ひ
さ
の
は
ま
」
。

こ
の
句
で
は
「
く
の
は
ま
」
か
。
◇
真
砂
の
数

「
真
砂
」
は
細
か
い
砂
の
こ
と
。

「
真
砂
の
数
」
は
『
古
今
集
』
仮
名
序
に
「
山
下
水
の
絶
え
ず
、
浜
の
真
砂
の
数
多
く

積
り
ぬ
れ
ば
」
と
あ
り
、
数
が
大
き
い
も
の
の
喩
え
。
こ
こ
で
は
「
久
」
の
縁
語
。

〔
備
考
〕
『
桜
川
』
に
は
こ
の
句
の
よ
う
に
磐
城
平
及
び
そ
の
近
隣
の
地
名
が
多
く
出

て
く
る
。

〔
作
者
〕
風
鈴
軒
（
陸
奥
・
岩
城
）
。
風
虎
の
別
号
。
三
一
三
句
、

御
代
の
春
や
千
歳
の
後
は
後
の
事

と
せ

の
ち

12

大
坂
住
董
信

〔
句
意
〕
あ
な
た
様
の
御
代
の
春
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
春
が
千
年
に
渡
っ
て
続
き
、

そ
の
後
も
さ
ら
に
続
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
千
年
の
後
は
後
の
事

「
鶴
亀
も
千
年
の
後
は
知
ら
な
く
に
飽
か
ぬ
心
に

ま
か
せ
は
て
て
む
」
（
古
今
集
・
三
五
五
・
在
原
滋
春
）
、
「
今
よ
り
の
千
歳
の
後
の
ち

と
せ
を
も
君
ぞ
数
へ
て
あ
り
数
に
せ
ん
」
（
新
千
載
・
二
三
三
七
・
二
条
為
世
）
の
よ

う
に
、「
千
年
の
後
」
に
更
に
続
く
御
代
の
こ
と
を
い
う
か
。

〔
作
者
〕
董
信
（
摂
津
・
大
坂
）
。
一
六
句
。

御
家
督
を
賀
し
奉
り
て

庚

よ
り
継
ぐ
か
の
殿
や
千
代
の
春

か
の
え

・

13

北
村
季
吟

〔
句
意
〕
当
主
の
座
を
お
継
ぎ
に
な
っ
た
あ
の
殿
は
、
庚
か
ら
辛
に
続
く
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
千
年
も
春
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

〔
解
釈
〕
◇
御
家
督

風
虎
は
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
一
二
月
に
家
督
を
継
い

だ
。
◇
庚

寛
文
一
〇
年
は
庚
の
年
。
◇
か
の
殿

あ
の
殿
、
の
意
と
「
辛
」
を
掛
け

る
。

〔
作
者
〕
北
村
季
吟
（
山
城
・
京
）
。
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
～
宝
永
二
年
（
一
七

〇
五
）
六
月
一
五
日
。
近
江
国
北
邑
の
人
。
初
め
は
京
の
山
伏
町
に
住
し
、
後
、
新
玉

津
嶋
社
中
に
居
す
。
晩
年
、
江
戸
に
移
る
。
法
印
に
叙
す
。
幕
府
歌
学
方
を
務
め
た
。

貞
徳
門
。
風
虎
と
交
わ
る
。
弟
子
に
元
隣
、
芭
蕉
が
い
る
（
大
系
図
）
。
序
文
・
一
三

九
句
。

陸
奥
岩
城
に
て

天
衣
な
で
し
岩
城
や
千
代
の
春

14

松
山
玖
也

〔
句
意
〕
天
女
が
着
る
衣
で
撫
で
る
と
い
う
岩
の
名
を
持
つ
岩
城
も
、
長
く
栄
え
る
春

を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
天
衣

天
女
が
着
る
羽
衣
。
全
国
各
地
に
羽
衣
伝
説
が
あ
る
。
「
君
が
代

は
天
の
羽
衣
ま
れ
に
き
て
な
づ
と
も
つ
き
ぬ
巌
な
ら
な
ん
」
（
拾
遺
集
・
二
九
九
・
よ

み
人
し
ら
ず
）
、
「
山
高
み
岩
根
の
桜
ち
る
時
は
天
の
羽
衣
な
づ
る
と
ぞ
見
る
」
（
新
古

今
集
・
一
三
一
・
崇
徳
院
）
と
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
天
女
が
羽
衣
で
岩
を
撫
で
て
も
、

そ
の
岩
は
未
来
永
劫
な
く
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
◇
岩
城

磐
城
平
の
こ
と
。
現
在
の

い
わ
き
市
。
巌
の
意
を
掛
け
る
。

〔
作
者
〕
松
山
玖
也
（
摂
津
・
大
坂
）
。
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
～
延
宝
四
年
（
一

六
七
六
）
四
月
二
四
日
。
宗
因
門
。
ま
た
は
『
大
系
図
』
に
よ
る
と
季
吟
門
。
風
虎
と

の
関
係
が
深
く
、
磐
城
平
を
三
度
訪
れ
た
。『
桜
川
』
の
編
集
者
。
四
五
二
句
。

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
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人
文
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研
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立
砂
や
は
こ
び
置
き
つ
つ
千
世
の
春

た
て

・

ゝ

15

中
堀
器
音

〔
句
意
〕
客
を
迎
え
る
立
砂
を
玄
関
に
運
び
置
き
つ
つ
、
岩
蔵
山
の
歌
の
よ
う
に
長
く

栄
え
る
春
を
寿
い
で
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
立
砂

車
寄
せ
の
前
の
左
右
両
側
に
、
編
笠
の
よ
う
な
形
に
、
高
く
丸
く

盛
り
上
げ
た
砂
の
こ
と
。
車
の

軛

や
輿
の

轅

な
ど
を
も
た
せ
か
け
る
た
め
に
盛
ら
れ

く
び
き

こ
し

な
が
え

た
も
の
。
正
月
や
正
式
な
客
を
迎
え
る
た
め
に
造
ら
れ
た
。
「
寒
け
れ
ど
雪
は
見
事
に

山
と
な
れ
（
季
吟
）
／
富
士
に
似
た
り
し
立
砂
の
上
（
友
光
）
」
（
新
続
犬
筑
波
集
・

二
〇
〇
三
／
二
〇
〇
四
）
の
よ
う
に
、
富
士
山
の
形
に
砂
を
盛
っ
た
。
風
虎
の
句
に
、

「
塵
す
へ
ん
や
は
玄
関
の
前
（
維
舟
）
／
立
つ
砂
に
散
り
ま
じ
り
た
る
花
の
風
（
風

虎
）
」
（
俳
諧
塵
塚
・
一
二
〇
〇
／
一
二
〇
一
）
が
あ
る
。
◇
は
こ
び
置
き
つ
つ

こ

の
表
現
が
出
て
く
る
和
歌
に
、
「
動
き
な
き
岩
蔵
山
に
君
が
代
を
運
び
置
お
き
つ
つ
千

世
を
こ
そ
積
め
」
（
拾
遺
集
・
六
〇
〇
・
詠
み
人
し
ら
ず
）
が
あ
り
、
本
歌
と
み
な
せ

る
。

〔
作
者
〕
中
堀
器
音
（
摂
津
・
大
坂
）
。
柳
和
軒
と
号
す
。
初
め
、
器
音
、
後
、
幾

音
。
浪
速
尾
崎
町
に
住
す
。
宗
因
門
（
大
系
図
）。
一
一
句
。

門
松
の
大
夫
か
は
る
な
千
世
の
春

16

尼
ヶ
崎
住
重
元

〔
句
意
〕
門
松
の
緑
が
色
を
変
え
ぬ
よ
う
に
、
松
の
大
夫
で
あ
る
あ
な
た
様
が
お
変
わ

り
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
。
長
く
栄
え
る
千
世
の
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
門
松

正
月
に
門
前
に
立
て
る
松
の
こ
と
。
常
緑
樹
の
松
は
、
変
わ
ら
ぬ

も
の
の
た
と
え
。
こ
こ
で
は
、
「
松
の
大
夫
」
を
引
き
出
す
た
め
に
「
門
松
の
」
と
し

た
。
風
虎
の
官
職
「
左
京
大
夫
」
に
対
し
て
「
右
京
」
が
対
と
な
る
こ
と
か
ら
、
松
を

左
右
に
立
て
る
門
松
が
連
想
さ
れ
た
か
。
「
門
松
」
を
詠
む
句
に
、
「
門
松
の
声
や
太

夫
の
う
た
ひ
初
め
」
（
慶
安
二
年
〈
一
六
四
九
〉
歳
旦
発
句
集
・
五
二
八
・
繁
秋
）
な

ど
が
あ
る
。
◇
門
松
の
大
夫

「
松
の
大
夫
」
を
掛
け
る
。
「
松
の
位
」
の
こ
と
。
秦

の
始
皇
帝
が
雨
宿
り
を
し
た
松
を
大
夫
に
任
じ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
松
の
位
」
は

大
夫
を
指
す
。
五
位
相
当
の
者
。
風
虎
の
官
職
は
左
京
大
夫
、
従
五
位
。
◇
か
は
る
な

松
の
よ
う
に
変
わ
ら
な
い
で
い
て
欲
し
い
、
の
意
。
風
虎
に
よ
る
長
き
に
わ
た
る
治

世
を
寿
ぐ
。

〔
作
者
〕
重
元
（
摂
津
・
尼
ヶ
崎
）。
二
句
。

千
世
の
春
や
し
ら
ざ
半
分
五
百
年

17

伊
勢
村
意
朔

〔
句
意
〕
千
世
の
春
と
言
わ
れ
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
半
分
の
五
百
年
で
も

十
分
お
め
で
た
い
の
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
千
世
の
春
や
し
ら
ざ

千
年
の
春
な
ど
と
言
っ
て
も
実
感
が
伴
わ
な
い
、

の
意
。
「
し
ら
ざ
」
は
口
語
表
現
。
和
歌
、
俳
諧
と
も
に
用
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
◇

半
分

句
例
に
、
「
牛
の
爪
の
わ
れ
て
も
あ
ふ
や
お
七
夕
／
半
分
見
ゆ
る
初
秋
の
月
」

（
正
章
千
句
・
五
〇
一
／
五
〇
二
）
が
あ
る
。
◇
五
百
年

「
千
世
」
の
半
分
。
千
年

で
は
長
す
ぎ
て
実
感
が
伴
わ
な
い
が
、
五
百
年
で
も
十
分
に
め
で
た
い
、
の
意
。
「
五

百
」
と
詠
む
句
に
、
「
花
の
も
と
の
半
時
や
価
五
百
金
」
（
続
山
井
一
・
一
九
〇
八
・

可
浅
）
が
あ
る
。
春
宵
一
刻
は
値
千
金
だ
が
、
半
時
な
の
で
五
百
金
と
な
る
。

〔
作
者
〕
伊
勢
村
意
朔
（
摂
津
・
大
坂
）
。
寛
永
～
延
宝
（
一
六
二
四
～
八
一
年
）
ご

ろ
。
之
次
と
号
し
、
薙
髪
後
、
意
朔
と
号
す
。
招
鳩
斎
と
称
し
、
大
坂
鼬
堀
の
住
。
は

じ
め
貞
徳
門
、
の
ち
季
吟
に
属
す
（
大
系
図
）
。
四
句
。

一
粒
に
千
世
の
春
を
や
こ
め
ざ
か
な

18

谷
永
重

〔
句
意
〕
た
っ
た
一
粒
に
千
世
の
春
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
米
や
魚
が
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豊
富
な
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
一
粒

一
粒
の
籾
が
万
倍
に
も
実
る
稲
穂
に
な
る
と
い
う
「
一
粒
万
倍

日
」
を
掛
け
る
。
後
世
の
例
で
あ
る
が
、
「
一
粒
」
を
「
い
ち
り
う
」
と
読
む
句
例

に
、
「
内
室
り
う
女
は
宿
の
長
尾
兵
左
衛
門
殿
の
姉
に
し
て
、
あ
ま
た
の
子
持
ち
也

と
、
〈
一
り
う
の
種
万
倍
子
宝
の
／
な
を
も
栄
へ
む
黄
金
ざ
は
う
ぢ
〉
祝
し
け
れ
ば
こ

粒

と
の
外
の
悦
び
に
て
、
里
の
名
産
数
を
尽
く
し
て
贈
ら
る
。
な
ほ
古
へ
都
の
松
江
維

舟
、
陸
奥
へ
下
り
し
時
、
こ
の
家
に
宿
り
て
、
か
ら
紙
の
表
に
書
か
れ
た
る
句
」
（
あ

が
た
の
三
月
よ
つ
き
・
五
三
・
大
江
丸
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
り
う
女
」
と
い
う
名

前
を
掛
け
た
句
。
◇
こ
め
ざ
か
な

米
魚
。
「
込
め
、
盛
ん
な
」
を
掛
け
る
。
こ
の
表

現
を
使
っ
た
句
に
、
「
穂
俵
は
蔵
の
内
へ
や
こ
め
ざ
か
な
」
（
慶
安
元
年
〈
一
六
四

八
〉
歳
旦
発
句
集
・
四
九
六
・
種
栄
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
谷
永
重
（
和
泉
・
堺
）
。
一
句
。

天
地
や
一
二
を
生
じ
て
千
々
の
春

19

西
岡
泰
徳

〔
句
意
〕
天
地
か
ら
一
、
二
が
始
ま
っ
て
千
年
に
至
る
め
で
た
い
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
天
地

あ
め
つ
ち
。
◇
一
二

「
い
ち
に
」
ま
た
は
「
ひ
ふ
」
と
読
む

か
。
「
い
ち
に
」
と
読
む
句
に
「
一
二
と
れ
三
芳
野
の
花
月
と
雪
」
（
時
勢
粧
・
一
六

一
五
・
岡
如
萍
）
が
、
「
ひ
と
ふ
た
」
と
読
む
句
に
「
千
々
の
春
も
一
二
三
代
の
は
じ

ひ
と
ふ
た
み

め
か
な
」
（
続
山
井
・
一
一
七
九
・
方
竹
）
が
あ
る
。
◇
一
二
を
生
じ
て

『
老
子
』

「
徳
経
下
・
道
化
第
四
十
二
」
は
道
が
万
物
を
生
成
す
る
過
程
を
「
道
生
レ

一
、
一
生
レ

二
、
二
生
レ

三
、
三
生
二

万
物
一

（
道
は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、
三
は
万
物
を
生

ず
）」
と
説
明
す
る
。

〔
作
者
〕
西
岡
泰
徳
（
武
蔵
・
江
戸
）。
五
句
。

独

立
ち
て

改

め
ぬ
代
や
千
々
の
春

（
ひ
と
り
だ
）

あ
ら
た

20

小
西
似
春

〔
句
意
〕
藩
主
と
し
て
独
り
立
ち
な
さ
っ
て
も
、
内
藤
家
の
御
家
風
は
改
め
な
い
で
代

々
受
け
継
ぎ
、
千
世
の
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
独
立
ち

独
り
立
ち
。
自
分
の
力
で
立
つ
こ
と
。
「
独
立
ち
」
を
用
い
た

句
に
「
あ
り
た
つ
た
独
立
つ
た
る
今
年
か
な
」
（
犬
子
集
・
二
・
貞
徳
／
崑
山
集
・
三

二
七
）
、
「
竹
の
子
や
草
木
と
く
ま
す
独
立
ち
」
（
昆
山
集
・
三
七
〇
三
・
玄
茂
）
が
あ

る
。
◇
改
め
ぬ
代

こ
れ
ま
で
の
家
風
を
改
め
な
い
こ
と
か
。
「
改
め
ぬ
」
と
詠
ん
だ

歌
例
に
「
改
め
ぬ
契
り
や
つ
ら
き
織
女
の
た
は
ぶ
れ
憎
き
中
の
月
日
を
」
（
後
水
尾
院

御
集
・
三
一
九
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
小
西
似
春
（
山
城
・
京
）
。
寛
文
～
元
禄
（
一
六
六
一
～
一
七
〇
四
年
）
ご

ろ
。
大
坂
の
人
。
江
戸
本
町
に
寓
し
、
の
ち
下
総
国
行
徳
の
社
職
と
な
る
。
も
と
里
村

家
の
門
人
に
て
連
歌
師
。
季
吟
門
（
大
系
図
）
。
六
〇
句
。

す
ぐ
な
世
や
千
歳
の
春
を
七
帰
り

と
せ

21

須
藤
之
也

〔
句
意
〕
ま
っ
す
ぐ
な
世
の
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
千
年
の
春
は
七
生
の
よ
う
に
永
遠
に

続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

〔
解
釈
〕
◇
す
ぐ
な
世

ま
っ
す
ぐ
な
世
、
正
し
く
よ
く
治
ま
っ
て
い
る
世
の
中
、
の

意
。
「
す
ぐ
な
世
」
の
句
に
、
「
す
ぐ
な
世
や
棹
姫
氏
の
玉
の
春
」
（
寛
文
六
年
〈
一
六

六
六
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
一
〇
四
・
兼
豊
）
が
あ
る
。
◇
七
帰
り

七
回
繰
り
返
す
こ

と
。
『
倶
舍
論
』
「
巻
二
十
三
・
本
論
第
六
賢
聖
品
第
二
」
に
「
生
極
七
返
。
七
返

言
、
顕
三

七
往
二

返
生
一

。
是
人
天
中
各
七
生
義
（
生
ず
る
こ
と
極
に
し
て
七
返
な
り
。

七
返
の
言
は
、
七
た
び
生
に
往
返
す
る
こ
と
を
顕
は
す
。
是
れ
人
天
の
中
に
、
各
七
生

す
る
の
義
な
り
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
界
及
び
天
界
に
七
度
生
を
受
け
る
こ
と
。
生

は
七
生
ま
で
と
さ
れ
、
以
後
の
生
は
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
未
来
永
劫
の
意
と
な

る
。

〔
作
者
〕
須
藤
之
也
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
五
一
句
。
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吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
一
）

君
の
春
人
う
や
ま
つ
て
臣
下
か
な

22

須
藤
之
也

〔
句
意
〕
あ
な
た
様
の
時
代
の
春
を
寿
い
で
お
り
ま
す
。
人
が
礼
を
知
る
人
を
敬
う
よ

う
に
家
臣
た
ち
も
あ
な
た
様
に
心
服
い
た
し
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
君
の
春

「
御
代
の
春
」
と
同
じ
意
。
『
歳
旦
発
句
集
』
に
は
「
君
の

春
」
を
取
り
上
げ
た
句
が
ま
と
ま
っ
て
出
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
「
盃
や
土
も
木
も
我

が
君
の
春
」
（
明
暦
二
年
〈
一
六
五
六
〉
歳
旦
発
句
集
・
七
〇
四
・
喜
春
）
、
「
道
た
る

や
文
武
あ
ま
ね
き

公

の
春
」
（
同
七
三
六
・
重
以
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
人
う
や
ま
っ

（
き
み
）

て

「
客
と
い
へ
ば
人
う
や
ま
つ
て
新
酒
か
な
」
（
時
勢
粧
・
九
六
五
・
又
笑
）
と
同

じ
く
「
人
を
敬
う
」
こ
と
。
『
孟
子
』
「
離
婁
章
句
下
」
に
「
仁
者
愛
レ

人
、
有
レ

禮
者

敬
レ

人
。
愛
レ

人
者
、
人
恒
愛
レ

之
、
敬
レ

人
者
人
恒
敬
レ

之
（
仁
者
は
人
を
愛
し
、
礼
有

る
者
は
人
を
敬
す
。
人
を
愛
す
る
者
は
、
人
恒
に
之
を
愛
し
、
人
を
敬
す
る
者
は
、
人

恒
に
之
を
敬
す
）
」
と
あ
り
、
本
句
は
『
孟
子
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
◇
臣
下

「
臣
下
」
を
用
い
た
和
歌
の
例
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
俳
諧
の
例
に

「
御
謀
反
を
進
申
せ
ば
お
盃
（
宗
恭
）
／
す
す
み
出
た
る
臣
下
一
人
（
梅
翁
）
」
（
天

満
千
句
・
第
四
・
九
七
／
九
八
）
や
「
七
夕
の
よ
る
に
な
つ
た
ら
送
ら
せ
ん
（
禾
刀
）

／
役
に
立
つ
ま
い
臣
下
也
け
り
」
（
二
葉
集
・
一
二
二
八
／
一
二
二
九
）
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
「
臣
」
を
用
い
た
句
に
「
君
た
れ
ば
臣
も
新
春
の
御
慶
か
な
」
（
承
応
元

年
〈
一
六
五
二
〉
歳
旦
発
句
集
・
五
八
四
・
重
頼
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
須
藤
之
也
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
五
一
句
。

君
が
春
の
た
と
へ
に
周
の
武
州
か
な

23

石
田
未
琢

〔
句
意
〕
周
の
武
王
が
治
め
た
「
武
州
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
武
蔵
国
を
治
め
る
あ

な
た
様
の
治
世
は
武
王
の
時
代
に
た
と
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
た
と
へ
に

あ
な
た
様
の
御
代
の
た
と
え
と
し
て
、
の
意
。
◇
周

中
国

の
古
代
王
朝
。
最
初
の
王
は
武
王
。
聖
王
と
し
て
知
ら
れ
る
。
句
例
に
「
周
の
代
の
言

の
葉
草
の
も
ち
い
か
な
」
（
続
山
井
・
一
五
〇
〇
・
重
信
）
が
あ
る
。
◇
武
州

武
蔵

国
の
別
称
。
「
周
の
武
王
」
を
掛
け
る
。
周
の
武
王
が
治
め
た
土
地
に
比
肩
す
べ
き
武

州
（
武
蔵
国
）
、
の
意
。
武
州
を
治
め
る
風
虎
を
武
王
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
。
武
州
の

句
例
に
「
早
飛
脚
武
州
を
さ
し
て
時
津
風
」
（
大
坂
独
吟
集
・
五
四
七
・
由
平
）
が
あ

る
。
ま
た
、
聖
王
を
詠
ん
だ
句
例
に
「
賢
聖
や
肩
並
べ
出
ん
御
代
の
春
」
（
寛
文
九
年

〈
一
六
六
九
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
二
七
三
・
祐
上
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
石
田
未
琢
（
武
蔵
・
江
戸
）
。
江
戸
の
人
。
生
年
未
詳
～
天
和
二
年
（
一
六

八
二
）
三
月
二
〇
日
。
未
得
の
息
、
良
堂
と
号
す
。
未
得
門
（
大
系
図
）
。
一
五
句
。

文
を
左
右
に
武
州
や
君
が
春

24

辻
自
取

〔
句
意
〕
左
手
は
学
問
を
つ
か
さ
ど
り
、
右
手
で
は
武
蔵
国
で
武
名
を
馳
せ
る
あ
な
た

様
の
時
代
の
春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
文
を
左
右
に
武

『
日
葡
辞
書
』
に
は
、
「
文
」
は
「
書
状
を
書
く
文

体
。
ま
た
、
学
問
」
と
あ
り
、
「
文
武
が
二
道
」
と
い
う
用
例
が
示
さ
れ
、
「
武
」
に

は
「
勇
敢
な
こ
と
、
ま
た
は
、
武
術
」
と
の
説
明
が
あ
る
。
ま
た
、
『
宝
蔵
』
「
巻
之

五
」
に
あ
る
「
鋪
」
の
項
の
例
句
「
花
の
木
を
自
身
植
ゆ
る
や
好
き
心
」
に
並
べ
て

す
き

「
右
レ

文
左
レ

武
万
民
和
」
（
文
を
右
に
し
武
を
左
に
し
て
万
民
和
す
）
が
置
か
れ
る
。

「
右
」
・
「
左
」
を
詠
む
句
に
、
「
右
や
筆
左
の
手
樽
花
の
か
げ
」
（
時
勢
粧
・
一
一
一

八
・
石
井
如
自
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
武
州

を
参
照
。

23

〔
作
者
〕
辻
自
取
（
因
幡
・
鳥
取
）。
二
句
。

江
戸
の
海
や
つ
く
と
も
築
地
君
が
春

25

橋
本
富
長
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い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
三
号

〔
句
意
〕
江
戸
の
海
が
尽
き
て
も
、
築
地
で
は
な
い
で
す
が
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
あ

な
た
様
の
時
代
の
春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
江
戸
の
海

「
江
戸
の
海
」
と
詠
ん
だ
句
例
は
「
ほ
ら
貝
や
春
知
り
そ
む

る
江
戸
の
海
」
（
江
戸
蛇
之
酢
・
八
・
泰
徳
）
な
ど
が
あ
る
が
、
少
な
い
。
◇
つ
く
と

も

尽
く
と
も
。
江
戸
の
海
が
尽
き
て
も
、
の
意
。
◇
築
地

江
戸
湾
沿
い
の
埋
め
立

て
地
。
明
暦
の
大
火
（
一
六
五
七
年
）
の
後
に
造
成
さ
れ
た
。
「
尽
き
じ
」
を
掛
け

る
。
「
つ
く
と
も
つ
き
じ
」
を
用
い
た
歌
例
に
「
一
節
に
千
世
を
こ
め
た
る
杖
な
れ
ば

つ
く
と
も
つ
き
じ
君
が
齢
は
」
（
拾
遺
集
・
二
七
六
・
大
中
臣
頼
基
）
が
あ
る
。
ま

た
、
俳
諧
の
例
に
「
つ
く
と
も
つ
き
じ
御
賀
の
祝
ひ
／
飾
り
ぬ
る
ひ
げ
こ
の
竹
も
千
代

こ
め
て
（
友
静
）
」（
続
山
井
・
四
五
三
／
四
五
四
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
橋
本
富
長
（
山
城
・
京
）
。
二
二
一
句
。

江
戸
橋
や
幾
代
を
か
け
て
君
が
春

26

矢
吹
嘉
品

〔
句
意
〕
江
戸
に
架
か
っ
て
い
る
橋
よ
。
そ
れ
が
幾
代
に
も
わ
た
っ
て
架
か
っ
て
い
る

よ
う
に
、
何
代
に
も
わ
た
っ
て
続
く
あ
な
た
様
の
時
代
の
春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
江
戸
橋

江
戸
の
町
に
架
か
っ
て
い
る
橋
。
句
例
に
「
富
士
白
し
江
戸
橋

山
の
五
月
や
み
」
（
誹
諧
東
日
記
・
三
五
八
・
工
迪
）
が
あ
る
。
◇
幾
代
を
か
け
て

「
か
け
て
」
は
「
橋
」
の
縁
語
と
な
る
。
「
橋
か
け
て
」
の
句
に
「
泉
水
に
七
夕
渡
す

橋
か
け
て
」（
大
坂
檀
林
桜
千
句
・
二
七
七
・
西
鶴
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
矢
吹
嘉
品
（
陸
奥
・
岩
城
）。
八
九
句
。

一

も
つ
て
く

は

ん
と
う
の
代
や
君
が
春

（
い
つ
）

（
わ
）

27

松
村
吟
松

〔
句
意
〕
一
つ
の
信
念
を
も
っ
て
全
体
を
貫
ぬ
き
、
関
東
を
率
い
る
あ
な
た
様
の
時
代

の
春
と
な
り
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
一
も
つ
て

『
論
語
』
「
里
仁
第
四
」
に
あ
る
孔
子
の
言
葉
「
吾
道
一
以

貫
レ

之
（
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
）」
に
よ
る
表
現
。
一
つ
の
信
念
を
も
っ
て
全
体

を
貫
く
様
を
い
う
。
◇
く
は
ん
と
う

「
く
は
ん
」
は
「
一
以
貫
之
」
の
「
貫
」
を
掛

け
る
。
「
く
は
ん
と
う
」
は
「
御
代
は
万
句
ま
づ
巻
頭
の
今
年
か
な
」
（
宝
蔵
・
一
四

七
・
季
吟
）
の
例
の
よ
う
に
「
巻
頭
」
の
意
も
あ
る
が
、
加
え
て
「
関
東
」
も
掛
け
る

か
。

〔
作
者
〕
松
村
吟
松
（
武
蔵
・
江
戸
）
。
は
じ
め
正
恒
、
の
ち
吟
松
。
重
頼
門
（
大
系

図
）。
四
〇
句
。

御
紋
さ
へ
や
あ
ふ
ひ
て
も
猶
君
が
春

28

赤
塚
資
仲

〔
句
意
〕
葵
の
御
紋
に
逢
っ
た
だ
け
で
も
な
お
一
層
お
め
で
た
い
、
あ
な
た
様
の
時
代

春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
御
紋
さ
へ

御
紋
を
見
る
だ
け
で
も
、
の
意
。
◇
あ
ふ
ひ

「
葵
」
と

「
逢
ふ
」
を
掛
け
る
。
葵
の
御
紋
を
詠
ん
だ
句
に
、
「
御
紋
と
て
こ
と
に
時
め
く
葵
か

な
」（
境
海
草
・
三
一
四
・
正
甫
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
赤
塚
資
仲
（
武
蔵
・
江
戸
）。
二
三
句
。

上
聞
に
立
つ
や
の
ど
け
き
君
が
春

・

29

福
田
調
也

〔
句
意
〕
あ
な
た
様
の
お
耳
に
も
達
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
立
春
を
迎
え
て
平
穏
な

春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
上
聞
に
立
つ

高
貴
な
人
の
お
耳
に
入
れ
る
。
お
耳
に
入
れ
る
こ
と
を
詠

む
句
例
に
、
「
上
々
の
お
耳
に
も
入
る
す
ず
な
か
な
」
（
続
山
井
・
一
四
六
二
・
正

信
）
が
あ
る
。
一
般
的
に
は
「
上
聞
に
達
す
る
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
立
春
」
の

意
味
を
響
か
せ
る
た
め
、「
立
つ
」
と
し
た
か
。
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吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
一
）

〔
作
者
〕
福
田
調
也
（
武
蔵
・
江
戸
）
。
調
也
、
後
に
風
琴
子
。
江
戸
南
伝
馬
町
に
住

む
。
始
め
調
和
門
、
後
に
露
沾
門
と
な
り
、
露
言
を
称
す
（
大
系
図
）。
一
四
句
。

松
の
葉
や
数
に
千
歳
の
君
が
春

年

30

小
沢
衆
下

〔
句
意
〕
松
の
葉
の
数
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
続
く
、
あ
な
た
様
の
時
代
の
春
な
の
で

す
。

〔
解
釈
〕
◇
松
の
葉
や
数
に

『
千
載
集
』
に
「
君
が
代
に
比
べ
て
い
は
ば
松
山
の
松

の
葉
数
は
少
な
か
り
け
り
」
（
六
三
三
・
藤
原
孝
善
）
と
あ
り
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
た

表
現
。
松
の
葉
の
数
の
よ
う
に
年
を
重
ね
る
御
代
、
の
意
。
◇
千
歳

長
い
時
。
「
千

歳
」
に
松
の
葉
の
数
を
絡
め
た
歌
例
に
「
千
歳
を
も
あ
か
ず
有
る
べ
き
松
の
葉
の
数
を

年
に
も
な
さ
む
と
ぞ
思
ふ
」
（
清
慎
公
集
・
六
五
）
が
あ
る
。
句
例
に
「
松
の
は
か
た

千
世
に
や
千
代
を
重
菊
」（
時
勢
粧
・
一
九
二
九
・
維
舟
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
小
沢
衆
下
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
一
一
八
句
。

よ
い
事
の
こ
れ
ひ
と
つ
や
は
君
が
春

31

阿
形
玉
椿

〔
句
意
〕
よ
い
事
は
こ
れ
ひ
と
つ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
い
事
が
た
く
さ
ん
起
こ

る
あ
な
た
様
の
時
代
の
春
な
の
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
よ
い
事

「
よ
い
事
」
と
詠
ん
だ
句
例
に
「
二
つ
よ
い
事
や
君
が
代
花
の

春
」
（
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
歳
旦
発
句
集
・
九
九
四
・
元
隣
）
が
あ
る
。
◇
こ
れ

ひ
と
つ
や
は

こ
れ
ひ
と
つ
だ
ろ
う
か
、
い
や
そ
う
で
は
な
い
、
の
意
。
句
例
に
「
三

物
は
是
ひ
と
つ
や
は
君
が
春
」（
時
勢
粧
・
一
九
九
〇
・
維
舟
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
阿
形
玉
椿
（
山
城
・
京
）
。
一
句

恐
れ
な
が
ら
酔
ふ
て
も
よ
か
れ
君
が
春

よ

32

大
村
可
全

〔
句
意
〕
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
、
酔
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
、
あ
な
た
様
の
世
の

春
を
迎
え
た
の
で
。

〔
解
釈
〕
◇
恐
れ
な
が
ら

口
語
表
現
。
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
、
の
意
。
用
例
は
少

な
い
が
、
同
じ
表
現
と
し
て
『
続
山
井
』
「
恋
誹
諧
連
歌
」
の
「
恐
れ
な
が
ら
も
文
を

捧
ぐ
る
／
心
強
き
鬼
か
と
思
ふ
後
朝
に
（
鴎
）
」
（
六
九
七
／
六
九
八
）
が
あ
る
。
◇

酔
ふ
て
も
よ
か
れ

「
酔
ふ
」
は
「
恐
れ
な
が
ら
よ
か
れ
」
と
「
酔
ふ
」
を
掛
け
る
。

「
酔
ふ
」
の
句
例
に
、
「
酔
て
い
は
ふ
酒
や
麹
の
花
の
春
」
（
歳
旦
発
句
集
〈
年
次
未

詳
〉・
三
二
五
・
著
英
）
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
『
歳
旦
発
句
集
』
一
三
一
〇
に
同
じ
句
が
載

る
。

〔
作
者
〕
大
村
可
全
（
山
城
・
京
）
。
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）
～
元
禄
二
年
（
一

六
八
九
）
一
月
二
〇
日
。
家
名
を
白
木
屋
と
い
う
。
京
室
町
住
。
寛
文
二
年
（
一
六
六

二
）
、
二
七
歳
で
江
戸
日
本
橋
に
呉
服
店
白
木
屋
を
創
業
。
季
吟
門
（
大
系
図
）
。
八

句
。

寛
文
十
二
年
子
正
月
上
旬

楽
な
代
や
舜
何
人
ぞ
君
が
春

33

北
村
湖
春

〔
句
意
〕
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
世
の
中
で
す
。
中
国
古
代
の
聖
王
で
あ
る

舜
で
さ
え
も
及
ば
な
い
あ
な
た
様
の
時
代
の
春
な
の
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
一
二
年

一
六
七
二
年
。
◇
楽
な

平
穏
な
、
安
心
な
、
の
意
。
句

例
に
「
戸
ざ
さ
ぬ
や
我
が
家
楽
な
御
代
の
春
」
（
歳
旦
発
句
集
〈
年
次
未
詳
〉
・
三
一

二
・
湖
春
）
が
あ
る
。
◇
舜
何
人
ぞ

「
舜
」
は
中
国
古
代
の
聖
王
。
「
舜
何
人
ぞ
」

は
、
中
国
古
代
の
聖
王
で
あ
る
舜
が
何
者
と
い
う
の
か
。
あ
な
た
様
に
は
及
ば
な
い
、

の
意
で
あ
ろ
う
。
句
例
に
「
二
度
や
尭
と
舜
禹
の
御
代
の
春
」
（
慶
安
三
年
〈
一
六
五

ふ
た
た
び
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い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
三
号

〇
〉
歳
旦
発
句
集
・
五
四
八
・
重
以
）
、
「
尭
舜
の
御
代
に
も
こ
ゆ
る
今
年
か
な
」
（
続

山
井
・
一
一
六
八
・
貞
徳
）
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
『
歳
旦
発
句
集
』
一
四
八
五
に
同
じ
句
が
載

る
。

〔
作
者
〕
北
村
湖
春
（
山
城
・
京
）
。
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
～
元
禄
一
〇
（
一
六

九
七
）
年
一
月
一
五
日
。
季
吟
の
長
男
。
名
は
季
重
。
薙
髪
し
て
湖
春
と
改
め
る
。
二

〇
歳
で
宗
匠
と
し
て
独
立
。
季
吟
に
従
っ
て
江
戸
に
移
住
。
法
橋
。
父
に
先
だ
っ
て
死

去
（
大
系
図
）
。
五
三
句
。

鹿
は
鹿
馬
は
馬
な
り
君
が
春

也

き
み

34

望
月
千
之

〔
句
意
〕
権
勢
に
お
も
ね
る
こ
と
な
く
、
鹿
は
鹿
だ
と
言
い
、
馬
は
馬
だ
と
言
う
家
来

の
揃
っ
て
い
る
あ
な
た
様
の
世
に
春
が
到
来
し
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
鹿
は
鹿
馬
は
馬

『
史
記
』
「
秦
始
皇
本
紀
」
に
あ
る
趙
高
が
二
世
皇
帝

に
鹿
を
馬
だ
と
言
っ
て
献
上
し
た
際
、
左
右
の
臣
下
は
趙
高
の
権
勢
を
恐
れ
、
そ
の
言

の
誤
り
を
正
す
者
が
無
か
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。
こ
の
故
事
を
出
典
と
す
る
和
歌

の
例
に
「
鹿
を
み
て
馬
と
い
ひ
け
る
人
だ
に
も
猪
を
ば
う
し
と
や
思
は
ざ
り
け
ん
」

（
散
木
奇
歌
集
・
一
三
四
六
）
が
あ
る
。
ま
た
、
俳
諧
の
例
に
「
鹿
を
馬
と
い
ふ
に
や

鹿
毛
の
駒
迎
」
（
続
境
海
草
・
八
〇
二
・
林
見
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
望
月
千
之
（
山
城
・
京
）
。
延
宝
～
天
和
ご
ろ
。
京
都
住
。
は
じ
め
大
原

氏
、
の
ち
望
月
氏
と
改
む
。
重
頼
門
。
従
弟
千
春
と
と
も
に
季
吟
門
と
も
（
大
系

図
）。
五
句
。

御
当
家
や
葵

祭

の
神
の
春

ま
つ
り

35

高
野
幽
山

〔
句
意
〕
将
軍
家
の
御
紋
で
あ
る
葵
の
よ
う
に
、
仰
い
で
神
を
お
祭
り
す
る
春
が
到
来

し
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
御
当
家

「
御
当
家
」
は
、
こ
こ
で
は
徳
川
将
軍
家
を
指
す
。
「
御
当

家
」
を
用
い
た
句
例
に
「
御
当
家
や
千
世
を
か
さ
ね
て
祝
ふ
ら
ん
」
（
大
坂
檀
林
桜
千

句
・
五
〇
九
・
友
雪
）
が
あ
る
。
◇
葵
祭

『
毛
吹
草
』
の
「
誹
諧
四
季
之
詞
・
四

月
」
に
「
葵
祭
」
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
葵
祭
（
賀
茂
祭
）
は
応
仁
の
乱
後
中
断
し
、

復
活
し
た
の
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
当
時
祭
り
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
「
葵
祭
」
は
夏
の
季
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
実
際
の
葵
祭
を

指
す
の
で
は
な
く
、
「
葵
を
祭
る
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
「
葵
」
を
詠
ん
だ
句
に
「
小
葵

や
か
ざ
す
お
み
や
の
神
祭
」
（
続
山
井
・
二
八
三
九
・
重
信
）
が
あ
る
。
◇
神
の
春

神
を
迎
え
た
め
で
た
い
正
月
の
こ
と
。
「
飛
梅
や
か
ろ
が
ろ
し
く
も
神
の
春
」
（
守
武

千
句
・
一
）
な
ど
多
数
の
句
が
あ
る
。
特
に
、
『
歳
旦
発
句
集
』
に
用
例
が
多
く
、
こ

の
時
代
に
好
ま
れ
た
表
現
。

〔
作
者
〕
高
野
幽
山
（
山
城
・
京
）
。
？
～
元
禄
一
五
（
一
七
〇
二
）
年
九
月
一
四

日
。
別
号
、
丁
々
軒
。
重
頼
門
か
。
京
都
の
人
。
江
戸
に
移
住
。
晩
年
、
伊
勢
に
移

住
。
藤
堂
任
口
に
仕
え
る
（
大
系
図
）。
四
四
句
。

鶴
ケ
岡
こ
れ
ぞ
源
氏
の
神
の
春

36

岩
城
住
露
沾

〔
句
意
〕
鶴
ケ
岡
八
幡
宮
、
こ
れ
こ
そ
源
氏
の
守
り
神
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
春
が
到
来

し
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
鶴
ケ
岡

鶴
岡
八
幡
宮
の
こ
と
。
現
在
の
神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
あ
る
神

社
。
鎌
倉
八
幡
宮
と
も
呼
ば
れ
る
。
武
家
源
氏
、
鎌
倉
武
士
の
守
護
神
。
「
千
年
も
飽

か
ぬ
ぞ
鶴
が
岡
つ
つ
じ
」
（
ゆ
め
み
草
・
六
八
〇
・
頼
広
）
の
よ
う
に
長
寿
を
祝
う
鶴

の
意
も
含
む
。
◇
源
氏

源
氏
を
称
す
る
徳
川
将
軍
家
。
武
家
と
し
て
の
源
氏
を
詠
ん

だ
句
は
少
な
い
が
、
「
重
代
の
源
氏
の
は
た
を
取
出
だ
し
」
（
犬
子
集
・
三
〇
九
五
・

貞
徳
）
、
「
世
は
源
氏
け
ふ
立
つ
春
や
太
郎
君
」
（
寛
文
八
年
〈
一
六
六
八
〉
歳
旦
発
句

集
・
一
二
〇
六
・
似
空
）
な
ど
が
あ
る
。
内
藤
家
は
藤
原
氏
の
分
流
。
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吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
一
）

〔
作
者
〕
内
藤
露
沾
（
陸
奥
・
岩
城
）
。
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
五
月
一
日
～
享
保

一
八
（
一
七
三
三
）
年
九
月
一
四
日
。
本
名
、
内
藤
義
英
、
の
ち
政
栄
。
磐
城
平
藩
主

風
虎
の
次
男
。
嗣
子
に
立
て
ら
れ
る
が
、
家
中
の
内
紛
に
よ
り
廃
嫡
。
宗
因
門
。
門
人

に
露
言
、
沾
徳
、
露
月
、
沾
圃
、
沾
涼
ら
が
い
る
（
大
系
図
）。
四
五
句
。

治
ま
る
や
大
国
御
魂
の
神
の
春

お
さ

37

野
間
政
安

〔
句
意
〕
世
の
中
が
よ
く
治
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
国
主
命
を
寿
ぐ
春
が
到
来
し
ま
し

た
。

〔
解
釈
〕
◇
治
る
や

世
の
中
が
平
穏
無
事
で
、
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
句
例
に
「
治

る
や
ゆ
る
り
関
東
の
御
代
の
春
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
五
五
二
・
一
貞
）
が
あ
る
。
◇
大

国
御
魂

「
大
国
」
は
日
本
の
こ
と
。
「
大
国
御
魂
」
は
大
国
主
命
を
祭
っ
て
い
る
大

國
魂
神
社
を
言
う
か
。
大
國
魂
神
社
は
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
火
事
で
社
殿
が
焼

け
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）、
将
軍
家
綱
の
命
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
。

〔
作
者
〕
野
間
政
安
（
伊
勢
・
朝
熊
岳
）
。
五
六
句
。

大
黒
や
手
な
づ
ち
祝
ふ
神
の
春

こ
く

38

水
野
林
元

〔
句
意
〕
大
黒
天
が
自
ら
小
づ
ち
を
握
っ
て
祝
う
神
の
春
が
到
来
し
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
大
黒

七
福
神
の
一
つ
大
黒
天
の
こ
と
。
大
国
主
命
を
本
地
と
す
る
説
が

あ
る
。
「
大
黒
」
を
詠
ん
だ
句
例
に
「
元
三
や
ゑ
び
す
大
黒
福
の
神
」
（
崑
山
集
・
二

五
四
・
伊
人
）
が
あ
る
。
◇
手
な
づ
ち

手
名
椎
は
出
雲
の
国
つ
神
。
足
名
椎
の
妻
。

て

な

づ

ち

あ
し
な
づ
ち

天
照
の
弟
で
あ
る
須
佐
之
男
が
出
雲
で
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
た
後
結
婚
し
た

櫛
名
田
比
売
の
母
。
大
国
主
、
須
佐
之
男
の
六
世
の
孫
と
さ
れ
る
。
右
手
に
打
ち
出
の

く

し

な

だ

ひ

め

小
槌
を
も
つ
大
黒
天
の
姿
か
ら
手
名
椎
を
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
手
な
づ
ち
」

て

な

づ

ち

に
「
小
槌
」
の
「
つ
ち
」
を
掛
け
る
。
手
名
椎
を
詠
ん
だ
和
歌
や
俳
諧
の
例
は
見
い
だ

て

な

づ

ち

せ
な
い
。

〔
備
考
〕
前
句
で
大
国
主
命
が
登
場
し
た
の
で
、
大
国
主
命
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
の

あ
る
大
黒
天
の
句
を
持
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
し
ば
ら
く
神
の
句
が
続
く
。

〔
作
者
〕
水
野
林
元
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
奥
州
二
本
松
丹
羽
家
中
（
大
系
図
）
二
〇

一
句
。注

連
縄
や
た
か
み
む
す
び
の
神
の
春

39

吉
田
聞
也

〔
句
意
〕
注
連
縄
を
誰
が
結
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
高
御
産
巣
日
を
祭
る
め
で
た
い
春

た

か

み

む

す

び

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〔
注
釈
〕
◇
注
連
縄

注
連
縄
を
詠
ん
だ
句
は
多
く
、
例
え
ば
「
し
め
縄
は
去
年
と
今

年
の
境
い
目
か
な
」
（
犬
子
集
・
二
五
・
常
勝
／
崑
山
集
・
一
九
）
な
ど
が
あ
る
。
◇

さ

た
か
み
む
す
び

高
御
産
巣
日
の
こ
と
。
高
御
産
巣
日
は
記
紀
に
見
え
る
神
で
、
造
化

た

か

み

む

す

び

た

か

み

む

す

び

三
神
の
一
つ
。
天
地
開
闢
の
時
、
天
之
御
中
主
に
つ
い
で
、
神
産
巣
日
と
と
も
に
現
わ

あ

め

の
み

な

か

ぬ
し

か

む

む

す

び

れ
た
。
な
お
、
「
た
か
み
む
す
び
」
は
「
誰
が
み
結
び
（
誰
が
結
ん
だ
の
か
、
の

意
）」
に
掛
け
る
。「
む
す
び
」
は
縄
の
縁
語
。

〔
作
者
〕
吉
田
聞
也
（
陸
奥
・
岩
城
）。
八
七
句
。

門
松
や
久
し
き
し
る
し
神
の
春

40

岡
部
任
幸

〔
句
意
〕
門
前
に
立
っ
て
い
る
松
は
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
の
し
る
し
で
あ
り
、
霊
験

も
あ
ら
た
か
な
神
を
祭
る
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
門
松

松
は
常
緑
樹
で
あ
り
、
変
化
の
な
い
こ
と
か
ら
永
続
性
を
寿
ぐ
。

「
門
松
や
御
代
長
久
の
か
が
み
草
」
（
ゆ
め
み
草
・
一
・
空
存
）
の
よ
う
に
い
つ
ま
で

も
続
く
世
の
め
で
た
さ
を
表
す
。
◇
久
し
き
し
る
し

久
し
い
こ
と
の
し
る
し
、
長
く

続
く
こ
と
の
象
徴
、
の
意
。
歌
例
に
、
「
天
の
下
の
久
し
き
御
代
の
し
る
し
に
は
三
笠
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の
山
の
さ
か
木
を
ぞ
さ
す
」
（
新
勅
撰
集
・
四
四
六
・
藤
原
行
家
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
岡
部
任
幸
（
参
河
・
吉
田
）。
三
三
句
。

佐
保
姫
や
出
る
太
刀
輪
の
神
の
春

さ

ほ

41

釈
加
友

〔
句
意
〕
佐
保
姫
が
ま
っ
す
ぐ
に
お
立
ち
に
な
っ
た
こ
と
で
、
め
で
た
い
神
の
春
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

〔
注
釈
〕
◇
佐
保
姫

春
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
。
正
月
を
祝
う
句
に
よ
く
使
わ
れ
る
。

句
例
に
「
佐
保
姫
や
北
の
御
か
た
神
の
春
」
（
時
勢
粧
・
七
四
七
二
・
時
次
）
な
ど
が

あ
る
。
◇
出
る
太
刀
輪

文
意
不
明
。
こ
の
句
は
『
歳
旦
発
句
集
』
（
寛
文
七
年
〈
一

六
六
七
〉
・
一
一
八
三
）
に
「
佐
保
姫
や
出
立
か
ら
は
の
神
の
春
／
加
友
」
の
形
で
収

録
さ
れ
て
い
る
。
「
出
る
太
刀
輪
」
は
「
出
立
か
ら
は
の
」
の
誤
記
と
見
な
し
解
釈
し

た
。
「
佐
保
姫
」
に
「
棹
」
を
掛
け
、
「
竿
立
ち
」
と
し
た
か
。
「
竿
立
ち
」
と
は
、
馬

が
前
足
を
上
げ
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
上
が
る
さ
ま
。

〔
作
者
〕
釈
加
友
（
伊
勢
・
山
田
）
。
寛
文
（
一
六
六
一
～
七
三
）
ご
ろ
に
六
〇
～
七

〇
歳
で
没
か
。
別
号
、
般
舟
庵
、
春
陽
軒
。
は
じ
め
望
一
門
、
の
ち
貞
徳
門
。
伊
勢
国

松
坂
樹
敬
寺
の
塔
頭
法
樹
院
の
住
職
（
大
系
図
）。
一
六
句
。

八
幡
奉
納

棹
姫
御
竹
と
や
等
し
神
の
春

た
け

ひ
と

か
み

42

水
野
贇
賢

〔
句
意
〕
春
の
女
神
で
あ
る
棹
姫
さ
ま
は
、
棹
の
竹
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
竹
と

同
じ
よ
う
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
神
が
お
出
で
に
な
る
春
が
到
来
し
ま

し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
八
幡

現
在
の
い
わ
き
市
平
に
あ
る
飯
野
八
幡
宮
を
指
す
か
。
飯
野
八
幡

は
平
城
の
城
内
に
あ
っ
た
。
◇
棹
姫
御

佐
保
姫
の
こ
と
。
「
た
け
（
竹
）
」
と
の
縁

で
「
棹
」
と
し
た
。
句
例
に
「
真
す
ぐ
な
御
代
の
は
じ
め
や
佐
保
姫
御
」
（
貞
徳
誹
諧

記
・
五
五
〇
・
常
友
）
が
あ
る
。
◇
竹

色
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
松
と
同
じ

く
、
永
続
す
る
も
の
の
た
と
え
。
歌
例
に
「
ほ
ど
な
く
も
取
り
い
だ
せ
と
や
思
ふ
べ
き

松
と
竹
と
は
久
し
き
も
の
を
」
（
散
木
奇
歌
集
・
一
三
一
二
）
が
あ
る
。
◇
等
し

「
等
し
」
を
用
い
た
句
例
に
「
う
き
し
づ
む
平
家
は
夢
に
等
し
く
て
」
（
西
山
宗
因
千

句
・
五
二
七
・
宗
因
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
水
野
雀
巣
軒
贇
軒
（
尾
張
・
名
古
屋
）
。
刈
谷
城
主
、
水
野
下
野
守
忠
正
の

五
代
孫
。
一
一
句
。

寛
文
七
年
未
正
月
中
旬

歳
神
の
斎
宮
な
ら
し
佐
保
姫
御

さ

ほ

43

小
谷
常
明

〔
句
意
〕
歳
神
の
中
で
も
美
し
い
佐
保
姫
さ
ま
は
、
伊
勢
の
斎
宮
の
よ
う
な
も
の
な
の

で
し
ょ
う
。

〔
解
釈
〕
◇
歳
神

と
し
が
み
、
年
神
と
も
。
「
歳
徳
神
」
に
同
じ
。
そ
の
年
度
に
お

と
し
と
く
じ
ん

け
る
福
徳
や
五
穀
豊
穣
を
つ
か
さ
ど
る
神
。
こ
の
神
の
い
る
方
角
を
恵
方
と
い
う
。
句

例
に
「
年
徳
の
神
木
な
ら
し
は
な
の
春
（
寛
文
九
年
〈
一
六
六
九
〉
歳
旦
発
句
集
・
一

二
八
五
・
宗
雅
）
が
あ
る
。
◇
斎
宮
な
ら
し

斎
宮
は
伊
勢
神
宮
に
奉
仕
し
た
未
婚
の

内
親
王
。
「
な
ら
し
」
は
「
な
る
ら
し
」
で
、
「
き
っ
と
…
で
あ
る
は
ず
だ
」
の
意
。

「
斎
宮
な
ら
し
」
は
「
斎
宮
で
あ
る
の
だ
ろ
う
」
の
意
。
◇
佐
保
姫
御

佐
保
姫
と
斎

宮
を
用
い
た
句
に
「
佐
保
姫
や
斎
宮
に
た
て
ん
伊
勢
桜
」
（
続
山
井
・
二
三
一
五
・
重

以
）
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
こ
の
句
は
『
時
勢
粧
』
一
〇
〇
六
に
も
所
収
さ
れ
る
。
『
ゆ
め
み
草
』
四
一

に
「
年
徳
の
斎
の
宮
か
佐
保
姫
御
」（
休
安
）
と
い
う
句
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
小
谷
常
明
（
因
幡
・
鳥
取
）。
四
句
。

神
の
岩
戸
伊
勢
海
老
錠
や
明
け
の
春

鎖

あ

44
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吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
一
）

松
山
玖
也

〔
句
意
〕
神
代
の
昔
に
海
老
錠
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
天
の
岩
戸
を
開
け
た
よ
う
に
、
伊

勢
海
老
を
飾
る
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
神
の
岩
戸

天
の
岩
戸
の
意
。
◇
伊
勢
海
老
錠

「
伊
勢
」
は
「
神
の
岩

戸
」
か
ら
導
か
れ
る
。
「
伊
勢
海
老
錠
」
は
「
伊
勢
海
老
」
と
海
老
の
形
を
し
た
錠
前

で
あ
る
「
海
老
錠
」
と
を
掛
け
る
。
新
春
に
「
伊
勢
海
老
」
を
飾
る
こ
と
を
詠
ん
だ
句

例
に
「
伊
勢
海
老
も
内
外
に
か
ざ
れ
門
の
松
」
（
時
勢
粧
・
一
〇
一
四
・
日
野
好
元
）

う

ち

と

が
あ
る
。
ま
た
、
「
海
老
錠
」
の
句
例
に
「
天
の
戸
の
海
老
錠
な
れ
や
三
日
の
月
」

（
ゆ
め
み
草
・
一
九
〇
四
・
隼
之
介
）
、「
伊
勢
海
老
は
岩
戸
の

鎖

や
秋
の
海
」
（
崑
山

ぢ
や
う

集
・
六
五
〇
三
・
舎
次
）
が
あ
る
。
◇
明
の
春

こ
こ
で
は
「
神
の
岩
戸
を
開
け
る
」

の
意
を
掛
け
る
。
句
例
に
「
天
の
戸
や
明
の
春
た
つ
日
花
門
」
（
延
宝
二
年
〈
一
六
七

四
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
六
八
六
・
国
信
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
山
玖
也
（
摂
津
・
大
坂
）。

参
照
。
四
五
二
句
。

14

江
戸
に
て

寅
の
時
虎
の
御
門
や
明
け
の
春

と
ら

あ

45

稲
垣
久
儔

〔
句
意
〕
寅
の
刻
に
虎
の
御
門
が
開
け
ら
れ
、
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寅
の
時

寅
の
刻
の
こ
と
。
午
前
四
時
頃
。
七
つ
と
も
い
う
。
句
例
に

「
大
磯
の
松
風
寒
し
寅
の
時
」
（
犬
子
集
・
一
五
三
二
・
徳
元
／
塵
塚
誹
諧
集
・
七
八

六
）
が
あ
る
。
◇
虎
の
御
門

江
戸
城
の
虎
の
門
の
こ
と
。
虎
の
門
の
近
く
に
内
藤
家

上
屋
敷
が
あ
っ
た
。
「
虎
の
門
」
を
詠
む
和
歌
、
俳
諧
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

〔
作
者
〕
稲
垣
久
儔
（
陸
奥
・
岩
城
）。
一
〇
句
。

人
は
い
さ

心

は
し
ら
り
明
け
の
春

こ
ゝ
ろ

・

46

佐
々
惟
友

〔
句
意
〕
「
人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
」
と
い
う
和
歌
の
よ
う
に
、
人
の
心
は
さ
あ
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
白
々
と
明
け
て
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

［
解
釈
］
◇
人
は
い
さ

人
は
さ
あ
、
の
意
。
「
人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
さ
と
は

花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る
」
（
古
今
集
・
四
二
・
紀
貫
之
）
が
本
歌
。
◇
し
ら
り

貫
之
歌
の
「
知
ら
」
と
、
夜
が
明
け
て
空
が
「
白
」
む
を
掛
け
る
。
句
例
に
「
野
は
し

ら
り
し
ら
り
と
明
る
五
月
闇
」（
正
章
千
句
・
九
四
三
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
佐
々
惟
友
（
大
和
・
郡
山
）

四
句
。

立
春
遅
き
元
旦
に

を
そ取

る
年
や
先
片
隙
を
明
け
の
春

と

と
し

あ

47

柏
木
万
年
子

〔
句
意
〕
ま
た
ひ
と
つ
年
を
取
り
ま
す
。
元
旦
の
後
に
立
春
に
な
る
の
で
、
余
裕
を
も

っ
て
正
月
を
迎
え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
立
春
遅
き
元
旦
に

元
旦
が
立
春
よ
り
遅
い
年
に
、
の
意
。
◇
取
る
年
や

新
年
を
迎
え
て
年
を
と
る
こ
と
。
句
例
に
「
年
を
と
る
ゆ
へ
か
若
や
ぐ
今
日
の
春
」

（
ゆ
め
み
草
・
五
三
・
有
次
）
が
あ
る
。
◇
先
片
隙

「
ま
づ
か
た
ひ
ま
」
と
読
む

か
。
「
片
」
は
「
少
し
」
の
意
で
、
「
片
隙
」
は
少
し
の
ひ
ま
を
い
う
。
仕
事
な
ど
の

あ
い
ま
の
こ
と
。
◇
明
け
の
春

「
明
け
」
は
「
隙
」
に
続
け
て
「
ひ
ま
に
な
る
」
の

意
の
「
ひ
ま
を
明
く
」
を
掛
け
る
。
句
例
に
「
朝
氷
ひ
ま
の
あ
い
た
る
詠
か
な
」
（
毛

吹
草
・
六
五
五
・
一
正
）
が
あ
る
。
「
片
ひ
ま
を
明
け
」
は
「
（
少
し
暇
が
で
き
た
の

で
）
余
裕
を
も
っ
て
」
と
解
す
る
。

〔
作
者
〕
柏
木
万
年
子
（
武
蔵
・
江
戸
）

六
三
句
。

遁
世
の
身
な
れ
ば

遁
世
や
こ
と
ぞ
と
も
な
く
明
け
の
春

あ

48

塩
川
如
白
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〔
句
意
〕
俗
世
間
と
の
交
わ
り
を
立
っ
て
い
る
身
な
の
で
、
特
に
な
ん
と
い
う
こ
と
も

な
く
新
春
が
明
け
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
遁
世

俗
世
間
と
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
。
「
遁
世
」
を
用
い
た
句
例
に

「
奥
山
に
遁
世
し
た
か
郭
公
」
（
犬
子
集
・
六
九
五
・
休
音
／
崑
山
集
・
二
九
三
九
）

な
ど
が
あ
る
。
◇
こ
と
ぞ
と
も
な
く

と
く
に
な
ん
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
の
意
。
こ

と
ぞ
と
も
な
く
明
け
た
、
と
続
く
。
歌
例
に
「
秋
の
夜
も
名
の
み
な
り
け
り
逢
ふ
と
い

へ
ば
こ
と
ぞ
と
も
な
く
明
け
ぬ
る
も
の
を
」
（
古
今
集
・
六
三
五
・
小
野
小
町
）
が
あ

り
、
本
発
句
の
本
歌
と
見
な
せ
る
。

〔
作
者
〕
塩
川
如
白
（
陸
奥
・
岩
城
）。
一
四
九
句
。

陸
奥
岩
城
赤
目
崎
と
云
ふ
所
に
て

め

・

春
の
色
や
東
方
ま
さ
に
赤
目
崎

あ
か

め

49

浅
香
研
思

〔
句
意
〕
新
春
の
様
子
が
見
え
ま
す
。
東
の
空
が
磐
城
平
城
の
あ
る
赤
目
崎
と
い
う
地

名
の
通
り
に
明
る
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
春
の
色

色
は
様
子
、
景
色
。
春
の
様
子
。
句
例
に
「
春
の
色
や
霞
に
な

び
く
松
飾
」
（
寛
文
一
一
年
〈
一
六
七
一
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
四
三
六
・
理
善
）
が
あ

る
。
◇
東
方

「
東
方
」
を
用
い
た
句
例
に
「
春
は
け
ふ
東
方
よ
り
や
九
千
歳
」
（
崑

山
集
・
三
二
九
・
貞
徳
）
が
あ
る
。
◇
赤
目
崎

現
在
の
い
わ
き
市
平
に
あ
る
い
わ
き

駅
の
北
側
を
い
う
。
磐
城
平
城
が
あ
っ
た
場
所
は
「
赤
目
崎
見
物
岡
」
（
「
物
見
岡
」

と
も
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
「
赤
目
」
は
夜
が
明
け
て
空
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
こ
と

も
い
う
。

〔
作
者
〕
浅
香
研
思
（
陸
奥
・
岩
城
）

一
二
〇
句
。

明
け
て
春
城
の
太
鼓
や
陸
奥
の
国

・

む

つ

50

松
山
玖
也

〔
句
意
〕
新
春
が
明
け
て
、
磐
城
平
城
の
太
鼓
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
。
明
け
六
つ
の

時
刻
に
陸
奥
国
で
。

〔
解
釈
〕
◇
明
け
て
春

年
が
明
け
て
新
春
を
迎
え
た
こ
と
。
◇
城

磐
城
平
城
の
こ

と
。
◇
太
鼓

「
た
い
」
と
「
平
」
を
掛
け
る
。
時
を
告
げ
る
太
鼓
の
句
例
に
「
鐘
よ

り
も
時
の
太
鼓
の
音
は
能
て
」
（
誹
諧
独
吟
集
・
二
八
八
・
立
圃
）
が
あ
る
。
◇
陸
奥

よ
く

の
国

現
在
の
東
北
地
方
。
磐
城
平
藩
は
陸
奥
国
の
南
部
に
位
置
す
る
。
「
明
け
六

つ
」
を
掛
け
る
。

〔
作
者
〕
松
山
玖
也
（
摂
津
・
大
坂
）。

参
照
。
四
五
二
句
。
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※
（
よ
し
だ
・
け
ん
い
ち
／
い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
）

※
（
ま
つ
も
と
・
あ
さ
こ
／
日
本
文
学
）


